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インターバンクの声 （2015 年 9 月 14 日） 
 

8月末のジャクソンホールでの経済シンポジウムも欠席し、ここ最近も連邦公

開市場委員会（FOMC）が近づいていることによるブラックアウト期間に入っ

てしまったこともあり、イエレン議長からのコメントも一ヵ月以上も聞かれ

ていない。１６－１７日の FOMCで利上げが決定されるかどうかの各種エコノ

ミスト調査の見方もほぼ半々に割れているようで、中には利上げがあっても

なくても市場が大きく揺れ動くような反応にはならないだろうとの予想まで

出ている。確かに、実際に足元で１２０円台中盤にあるドル円がどちらかに

大きく動いたとしても上値が１２２円台、下値も１１８円台程度であれば、

この２－３週間ほどのレンジ内で収まってしまう程度のことになり、緊迫感

も薄れてしまうのも致し方ない。週末ニュ―ヨーク市場の債券や株式の反応

は、利上げ見送り予想から米国債利回りの低下と、それに伴う公共事業関連

株の買いに傾いたようだが、こうした流れが予想通りの結果となっても単純

に継続されるかどうかは判らない。市場予想がまとまっている時ほど、異常

な反応になることもあるので注意が必要だろう。 
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